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近
年
、
日
本
内
外
で
ア
フ
リ
カ
に
対
す

る
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
北
ア
フ
リ
カ

や
東
ア
フ
リ
カ
へ
の
日
本
人
観
光
客
の
数

も
増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
西
・
中
部
ア

フ
リ
カ
に
つ
い
て
は
観
光
客
の
数
も
日
本

国
内
で
手
に
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
情
報

も
極
め
て
少
な
く
な
る
。
中
部
ア
フ
リ
カ

に
あ
る
サ
ッ
カ
ー
強
豪
国
カ
メ
ル
ー
ン
共

和
国
は
二
○
○
二
年
Ｗ
杯
の
影
響
も
あ
っ

て
、
日
本
で
も
名
前
が
知
ら
れ
て
い
る
国

だ
が
、
も
っ
と
よ
く
こ
の
国
を
知
ろ
う
と

し
て
資
料
を
探
し
て
み
る
と
、
日
本
で
入

手
で
き
る
資
料
は
か
な
り
少
な
い
。
そ
こ

で
、
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
カ
メ
ル
ー

ン
関
連
の
資
料
と
、
ウ
ェ
ブ
上
で
利
用
で

き
る
デ
ジ
タ
ル
資
料
を
、
出
版
・
公
開
の

新
し
い
も
の
を
中
心
に
数
点
紹
介
す
る
。

岸
真
由
美

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー

図
書
館
と
ウ
ェ
ブ
で

探
す
カ
メ
ル
ー
ン
資

料

カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
は
赤
道
に
近
く
、

ギ
ニ
ア
湾
に
面
し
た
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
中

西
部
に
あ
る
国
で
あ
る
。
北
部
地
域
の
ス

テ
ッ
プ
、
サ
ヴ
ァ
ン
ナ
か
ら
南
部
地
域
の

熱
帯
雨
林
ま
で
多
様
な
気
候
帯
を
含
む
こ

と
か
ら
「
ア
フ
リ
カ
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
」
と

も
呼
ば
れ
る
。
人
口
は
約
一
六
○
○
万
人
、

フ
ラ
ン
ス
語
と
英
語
を
公
用
語
と
す
る
が
、

二
五
○
以
上
の
民
族
集
団
が
存
在
し
文
化

的
に
も
言
語
的
に
も
多
様
で
あ
る
。
宗
教

別
人
口
で
見
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
五
三

％
、
伝
統
宗
教
二
五
％
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教

徒
二
二
％
で
あ
る
。
島
田
義
仁
著
『
優
雅

な
ア
フ
リ
カ　

一
夫
多
妻
と
超
多
部
族
の

イ
ス
ラ
ー
ム
王
国
を
生
き
る
』（
明
石
書
店　

一
九
九
八
年
）
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
が

多
い
カ
メ
ル
ー
ン
北
部
で
長
年
現
地
調
査

を
行
っ
て
き
た
著
者
が
一
般
向
け
に
執
筆

し
た
図
書
で
あ
る
。
具
体
的
な
人
々
の
暮

ら
し
を
著
者
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
記
述

し
て
お
り
、
負
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ

が
ち
な
ド
レ
イ
制
や
一
夫
多
妻
制
を
別
の

側
面
か
ら
見
る
視
点
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

同
著
者
の
よ
り
専
門
的
な
研
究
書
と
し
て

は
、『
牧
畜
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
の
人
類
学　

サ
ヴ
ァ
ン
ナ
の
富
と
権
力
と
救
済
』（
世

界
思
想
社　

一
九
九
五
年
）
が
あ
る
。

カ
メ
ル
ー
ン
は
豊
か
な
仮
面
文
化
で
有

名
で
も
あ
る
。
佐
々
木
重
洋
著
『
仮
面
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
人
類
学　

ア
フ
リ
カ　

豹
の
森
の
仮
面
文
化
と
近
代
』（
世
界
思

想
社　

二
○
○
○
年
）
は
、
日
本
人
の
私

た
ち
の
目
に
「
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
」
に
映

る
仮
面
文
化
や
仮
面
儀
礼
が
、
近
代
が
も

た
ら
し
た
異
文
化
要
素
を
摂
取
し
つ
つ
、

常
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
再
編
さ
れ
て
い
く

こ
と
を
分
析
し
た
研
究
書
で
あ
る
。

同
国
は
一
九
世
紀
後
半
の
ド
イ
ツ
に
よ

る
植
民
地
化
、
第
一
次
大
戦
後
の
イ
ギ
リ

ス
と
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
委
任
統
治
を
経
て
、

一
九
六
○
年
、
仏
委
任
統
治
領
で
あ
る
東

カ
メ
ル
ー
ン
が
独
立
し
、
翌
一
九
六
一
年

に
は
、
英
委
任
統
治
領
西
カ
メ
ル
ー
ン
の

南
部
が
こ
れ
に
合
併
し
た
（
北
部
は
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
と
合
併
）。
独
立
直
後
の
一
九

六
○
年
代
か
ら
一
九
八
○
年
代
半
ば
ま
で

の
カ
メ
ル
ー
ン
経
済
は
、
商
品
作
物
と
し

て
カ
カ
オ
、
コ
ー
ヒ
ー
、
バ
ナ
ナ
の
農
産

物
を
輸
出
し
、
さ
ら
に
一
九
七
○
年
代
後

半
か
ら
始
ま
っ
た
石
油
採
掘
に
よ
り
好
調

な
経
済
を
維
持
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一

九
八
○
年
代
後
半
か
ら
の
国
際
市
場
に
お

け
る
農
産
物
・
原
油
価
格
の
下
落
の
影
響

を
受
け
て
経
済
危
機
を
経
験
し
た
。
一
九

八
八
年
か
ら
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
世
界
銀
行
に

よ
っ
て
構
造
調
整
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
経
済
的
な
低
迷
は
現
在
ま
で
続
い

て
い
る
。
一
九
九
○
年
代
の
構
造
調
整
計

画
下
で
の
経
済
状
況
に
つ
い
て
は
、
墓
田

桂
著
「
構
造
調
整
計
画
以
降
の
カ
メ
ル
ー

ン
経
済
」（『
外
務
省
調
査
月
報
』　

二
○

○
○
年
第
二
号
）
が
参
考
に
な
る
。
こ
の

時
期
の
同
国
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
野
元
美
佐
著
「
経
済

危
機
下
の
ア
フ
リ
カ
都
市
」（『
ア
フ
リ
カ

レ
ポ
ー
ト
』
二
一
号
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

一
九
九
五
年
）
が
あ
る
。
同
著
者
の

『
ア
フ
リ
カ
都
市
の
民
族
誌　

カ
メ
ル
ー

ン
の
「
商
人
」バ
ミ
レ
ケ
の
カ
ネ
と
故
郷
』

（
明
石
書
店　

二
○
○
五
年
）
は
、
首
都

ヤ
ウ
ン
デ
の
人
口
の
四
割
を
占
め
る
バ
ミ

レ
ケ
族
の
商
業
活
動
、
都
市
と
故
郷
の
村

と
の
関
係
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
に
基
づ

く
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

さ
て
、
現
地
で
出
版
さ
れ
て
い
る
資
料

を
直
に
手
に
取
っ
て
み
た
く
て
も
、
出
向

い
て
探
す
の
は
日
本
と
カ
メ
ル
ー
ン
の
間

に
あ
る
距
離
か
ら
言
っ
て
な
か
な
か
難
し

い
。
現
在
は
、
同
国
で
も
資
料
の
デ
ジ
タ

ル
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
が
進
め
ら
れ
て

い
る
の
で
、
ウ
ェ
ブ
で
手
に
入
る
資
料
を

い
く
つ
か
紹
介
し
て
お
く
。
ま
ず
、
国
立

統
計
学
研
究
所
（http://www.statistics-

cam
eroon.org/

）
が
統
計
資
料
の
ウ
ェ

ブ
公
開
を
行
っ
て
お
り
、
統
計
年
鑑

Annuaire statistique de Cam
eroun

が

Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
ま
た
、

中
部
ア
フ
リ
カ
諸
国
中
央
銀
行
（http://

www.beac.int/

）
も
活
動
報
告
書
、
研

究
調
査
ノ
ー
ト
、
経
済
統
計
な
ど
を
ウ
ェ

ブ
公
開
し
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
研
究
に
特

化
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
の
学
術
論
文
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
し
て
は
、African Journals 

Online

（http://www.ajol.info/

）
が
あ

る
。
登
録
対
象
は
ア
フ
リ
カ
の
現
地
出
版

の
学
術
雑
誌
。
論
文
タ
イ
ト
ル
・
著
者
・

要
約
・
全
文
で
の
検
索
が
で
き
る
。
本
文

の
閲
覧
は
論
文
単
位
で
の
購
入
が
必
要
だ

が
、
要
約
ま
で
は
無
料
で
閲
覧
で
き
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
同
国

の
新
聞
と
し
て
は
、Cam

eroon Tribune

（http://w
w

w
.cam

eroon-tribune.cm
/

）、

M
utations Q

uotidien

（http://w
w

w
.

quotidienm
utations.info/

）、Le 
M

essager

（http://w
w

w
.lem

essager.
net/

）
な
ど
が
あ
る
。

（�

き
し　

ま
ゆ
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
図
書
館
）


